失敗の中でも忠実に
出エジプト記 32:1-24; 40:12-16
「テスト」があまり得意でない生徒もいます。課題ではすばらしい成果を上げ、ノートもしっかり取っているのに、テストになると緊張しすぎて、本来できるほどの結果を出せません。テストには失敗する可能性が伴うため、テストで大きなストレスを感じます。テストでの失敗や、人生におけるどんな失敗も、時には痛みを伴い、費用がかかり、あるいは運転免許試験を何度も受け直すように、とても不便なものとなることがあります。
しかし、皆さんの多くがご存じのように、失敗はまた、偉大な教師となることもあります――ほかの方法では学ぶことのできない教訓を教えてくれる教師です。もちろん、私は失敗を教育の手段として勧めているのではありません。しかし、私たちの失敗が教えてくれる重要な事柄のいくつかを、私たちが認識しておくことは大切だと思います。そのために、ある一人の人の人生における失敗の出来事を見てみたいと思います。それは彼に多くのことを教え、今日の私たちにもなお教訓を与えています。モーセの兄弟アロンの生涯における一つの出来事を簡単に調べ、それが今日の私たちに何を教えられるかを見てみましょう。
出エジプト記 32
1. アロン - 背景
アロンの失敗を見る前に、この人物について少し背景を説明したいと思います。アロンはモーセの兄弟であり（出エジプト記4:14）、初めはエジプトのイスラエル人たちとファラオの前で、モーセの代弁者となるよう任命されました。モーセは話すことをためらっていたので、神はアロンに、モーセに代わって話す務めをお与えになりました（出エジプト記4:28）。
アロンとその息子たちは、後に、ユダの手紙ヤ人が荒野をさまよっていた間、幕屋での奉仕において祭司として仕えるために神によって選ばれました。彼は荒野で過ごした期間のほとんどをモーセのそばで過ごし、（彼とモーセの姉妹ミリアムがモーセの指導を批判した一度の例外を除いて）アロンはモーセの右腕でした。モーセと同じように、アロンも約束の地に入ることを許されませんでした。神は彼に、祭司職を息子エルアザルに引き継ぐよう告げ、彼はホル山で死にました。アロンは民から大いに愛されていたようで、彼が死んだとき、彼らは30日間、彼のために泣き、嘆き悲しみました（民数記20:27-29）。アロンは神の偉大なしもべであり、民全体に仕えた最初の人でした。しかし、彼はその生涯と奉仕において大きな失敗を経験した人でもありました。
アロンの失敗
場面を設定しましょう。民はエジプトから逃れ、荒野に宿営しています。神は、例えば、マナ、うずら、岩からの水など、奇跡的な方法で彼らの食物と水を備えてくださいました。神は民に語りかけ、神の律法と道における彼らへの指示が始まりました。民には、礼拝の制度と場所についての指示が与えられ、アロンとその息子たちは祭司として仕えるよう任命されています。幕屋と、彼らの礼拝に用いられるさまざまな要素を準備するため、大きな活動が行われています。こうした中、モーセは民のための律法、すなわち主ご自身が石に刻まれる戒めを与えられるため、シナイ山へ上るよう召されます。モーセはしばらくの間、そこを離れます――しかし、その期間は民にとって待つには長すぎるものでした。この時期に、アロンは指導者として、また祭司としての役割において失敗します。
¹ モーセがなかなか山から下りて来ないので、人々は不安になり、アロンのもとに文句を言いに行きました。「さあ、われわれを導く神を造ってくれ。そうしたら、その神のお告げに従おうではないか。エジプトからここまでわれわれを連れて来たモーセは姿を消してしまったではないか。きっと何かあったに違いないんだ。」
²³ 「それなら、あなたがたの耳にある金のイヤリングをはずして、持って来なさい。」アロンは答えました。
² そこで、男も女も子どもたちもみな言われたとおりにしました。 ⁴ アロンはその金を火で溶かし、鋳型に入れ、道具を使って子牛の形にしました。イスラエルの民は、「イスラエルばんざい！ これこそ、われわれをエジプトから連れ出した神だ」と言って、喜び叫びました。 ⁵ アロンはこれを見て、子牛の前に祭壇を築いて人々に告げました。「明日は主のために盛大な祝いをしよう。」
⁶ 彼らは次の日、朝早く起き、子牛の像に、焼き尽くすいけにえと和解のいけにえとをささげました。そのあと、彼らは座り込んで食べたり飲んだりし、乱痴気騒ぎに興じました。
⁷ それを知った主は、モーセに命じました。「急いで山を下りなさい。あなたがエジプトから連れ出した者たちが、かってなことを始めている。目に余る有様だ。 ⁸ わたしのおきてをもう捨ててしまったのか。子牛の像を造って拝み、それにいけにえまでささげ、『これこそ、イスラエル人をエジプトから連れ出した神だ』と言っている。」
- 出エジプト記 32:1-8
ここで何が起こっているかに注目してください。人々はそわそわし、落ち着きません。彼らの宗教は生活の中心でしたが、モーセがいない間、何も起こりませんでした。彼らは宗教的な祭り、宗教的な活動を行いたいと望み、アロンにそれを用意するよう要求しました。
さて、幕屋も、犠牲をささげる礼拝の制度のためのすべての器具も、その手順も、まだ完成していないことを理解してください。しかし、民は今、礼拝して祝いたいと望んでおり、モーセや、神の礼拝の場所と方法が完成するまで待ちたくありません。そこで、エジプトでエジプトの習慣に従って育てられたアロンは、彼らの要求に屈することによって、反乱と思われる事態を鎮めようとします。
· 覚えておきなさい。アロンは代弁者であり、モーセは指導者です。
· 神はアロンではなく、モーセに語りかけ、指示を与えます。
· 彼は仕事の完成を急がせる方法を知らなかったかもしれません。しかし、誰が指導者であるかを知っており、待つべきだと知るには十分な理解がありました。
アロンは金を集め、子牛の像を造ります。それはエジプトでは、豊穣と繁栄の象徴でした。異教の神々に関する限り、これは神を辱める意図など全くない、創造的で宗教的な傑作でした（例：「クリスタル・カテドラル」）。彼の意図は、民を静め、正当で満足のいく礼拝体験を与えることでした。
もちろん、事態はすぐに悪化します。人々はエジプトで身につけた異教の慣行に逆戻りし、宗教的な祭りに不道徳な行為を混ぜるだけでなく、その不道徳な行為にさらに不道徳な行為を重ねます。人々が偶像礼拝から、汚れた、みだらな行為の行き過ぎへと進むにつれて、状況は悪化していきます。
⁹ 主はまたモーセに言いました。「イスラエル人がどんなに強情で恩知らずの民か、よくわかった。 ¹⁰ もう容赦はしない。こうなったら彼らを滅ぼし尽くす。じゃまをしてはならない。モーセよ、あの者たちの代わりに、あなたを大きな国民にしよう。」
¹¹ しかし、モーセは必死で嘆願しました。「主よ、あなたご自身があれほど大きなお力を示し、すばらしい奇跡をもって、ご自分の民をエジプトから救い出されたのではありませんか。その民に、なぜそのようにお怒りになるのでしょう。 ¹² そのようなことをなさったら、エジプト人は何と言うでしょう。『それ見ろ。イスラエルの神は彼らをだまして山へ連れ出したのだ。その証拠に、彼らは一人残らず殺されてしまった』とあざけるかもしれません。どうぞ怒りを収めてください。そんな恐ろしいさばきは思いとどまってください。 ¹³ あなたのしもべアブラハム、イサク、イスラエル（ヤコブ）に約束されたことを思い出していただきたいのです。『あなたの子孫を空の星のように増やそう。約束の地をすべてあなたの子孫に与え、永遠に受け継がせよう。』こう誓われたではありませんか。」
¹⁴ すると、主は思い直し、彼らへの制裁を見合わせることにしました。
¹⁵ モーセは山を下りました。手には、十戒を表と裏の両面に記した二枚の石板を持っています。 ¹⁶ 神が自らその板に記されたのです。 ¹⁷ やがて、ふもとの方から人々のどよめきが聞こえてきました。ヨシュアはモーセに言いました。「まるで戦いでもしているような騒ぎです。」
¹⁸ 「いや、あれは勝利の歓声でもないし、敗北を嘆く声でもない。歌って騒いでいるのだ。」
- 出エジプト記 32:9-18
9-18節では、場面が山上のモーセに移ります。モーセは、民の罪のために神が彼らに怒っておられることを神から知らされた後、彼らを滅ぼさないよう神に願い求めて聞き入れられ、急いで宿営に戻ります。
¹⁹ 野営地に近づくと、子牛の偶像と踊り狂っている人々の姿が目に入りました。それを見たモーセは怒りがこみ上げ、思わず石板を地面に投げつけ、山のふもとで砕きました。 ²⁰ 彼はやにわに子牛の像をつかみ、火にくべて溶かし、粉々にして水の上にまき散らし、イスラエル人にむりやり飲ませました。
²¹ それからアロンに向き直り、きびしく問い詰めました。「いったい何があったのです！ ただごとではありませんよ。兄さんも兄さんだ。いっしょになってこんな恐ろしい罪を犯すとは、どういうつもりなんですか！」
²² 「まあ、そんなに興奮しないでくれ。あなたも知っているだろう。この民はひどい者たちなんだ。 ²³ 『おれたちを導く神を造ってくれ。エジプトからおれたちを連れ出したモーセはきっとどうかなってしまったに違いない』と詰め寄ってくるのだ。 ²⁴ それで、『みんなから金のイヤリングをはずして、持って来い』と言ってやった。するとどうだ。彼らは持って来るじゃないか。それを火に投げ込んだら、この子牛が出て来たというわけなんだ。」
- 出エジプト記 32:19-24
モーセは戻り、金の子牛を破壊し、兄に立ち向かいます。この偉大な人物が、自らの大きな失敗に直面したとき、自分の罪を認める力さえなかったことに注目してください。彼の言い訳は苦しいものでした：
· 彼らに無理やりやらされたのです。彼らがどんな人たちか、あなたもご存じでしょう。
· 私のせいではありません。ただ金を火の中に投げ入れたら、この子牛が出てきたのです。
· あなたがおられなかったので、私は何かをしなければなりませんでした！
彼の弱さと、正しいことのために立ち上がらなかった失敗のゆえに、さらに読み進めると次のように書かれています。
· 民は大きな罪を犯し、そのために罰せられました。
· 宗教的な反逆の広がりを止めるための対策が始められ、その日、三千人の男たちが命を失いました。
· 民は忠実であり、偶像を礼拝しないという神との契約を破りました――その結果は罪責と恥でした。
· そして、神とモーセと民の前におけるアロンの評判と立場は、深刻に損なわれました。
彼は民のために神に仕える者として選ばれた者でしたが、この恐ろしい失敗によって自らを辱めてしまいました。もちろん、物語がここで終わらないことを私たちは知っています。
アロンの聖別
さて、この出来事の後、民は自分たち自身と、幕屋、備品、そして特別な祭司の衣服を完成させる働きを再び神にささげます。モーセは新たな戒めを受け取り、それを民に伝え、民は神の命令、目的、設計に従って神を礼拝する準備をします。そこで第40章まで先に進み、アロンの生涯におけるもう一つの重要な出来事を読みます。すべてが造られ、所定の場所に置かれた後、聖書には、次の指示がモーセに与えられたと記されています。
¹² 次に、アロンと息子たちを幕屋の入口に連れて来て沐浴させ、 ¹³ アロンに聖なる装束を着せて油を注ぎなさい。祭司としてわたしに仕えることができるように、彼をきよめなさい。 ¹⁴ 次に、彼の息子たちを連れて来て祭司の式服を着せ、 ¹⁵ 父親と同じように彼らにも油を注いで祭司とする。その『油注ぎ』は何代にもわたり、永遠に続く。息子たちも、そのまた息子たちも、永遠にわたしの祭司となるからだ。」
¹⁶ そこでモーセは、主に命じられたことをすべて実行に移しました。
- 出エジプト記 40:12-16
この惨めな失敗者、まさに自分がするよう召されたことを行うのに、いかに無能であるかを示していたこの人。これは、神ご自身がこの人についてこの言葉を語られた、まさに同じ人です。失敗という悲しい物語の、なんと幸いな結末でしょう。
レッスン
さて、私のレッスンの初めに、失敗は良い教師であるとお話ししました。そして、アロンの失敗を振り返り、彼の経験から私たちが学べるいくつかの教訓を明らかにしてきました。
レッスン#1 - 偉大な人々でさえ失敗する。
アロンは神によって選ばれ、力と地位を与えられましたが、それによって失敗のない人生が保証されたわけではありません。神が私たちを御自身に仕えるために用いることができるのは、私たちが偉大だからではなく、神が偉大だからです。「A」タイプの人、過度に成功を追い求める人、多くの分野で成功してきた人は、自分が失敗し、しかもひどく失敗することがあると理解する必要があります。そうなったとき、彼らは失敗した後でさえ、神がなお自分たちを用いることができると悟る必要があります。なぜなら、神の愛は、私たちの過去の、または将来のどのような業績よりも大きいからです。
レッスン #2 - 私たちの失敗は決して忘れられませんが、赦されています。
哀れなアロン。彼の失敗は、すべての人が見られるように、聖書に永遠に記録されています。しかし、神がこのつまずきを赦してくださったので、アロンは人生と務めを続けることができました。自分自身や誰かほかの人の過ちを覚えているかぎり、本当の赦しはないと考える人もいます。アロンの物語は、将来に対する自信を取り戻し、他の人を赦す能力と願いを持ちたいなら、自分の失敗よりも神の赦しにもっと目を向ける必要があることを思い起こさせます。自分や誰かほかの人の失敗に主に心を留めているなら、赦しに成功することも、赦しに伴う癒やしを受けることも決してできません。
レッスン #3 - 失敗は改善の土台を築く。
アロンは、金の子牛の出来事から厳しい教訓を学びました。それは、彼を祭司職の厳格な務めに備えさせる教訓でした。彼の失敗は、理解する力とあわれみの心を深めました。幕屋の壮麗さと、いけにえの制度における神の奥義にもかかわらず、また祭司の衣服の美しさと威厳ある存在感にもかかわらず、アロンは、自分が代表する民と同じように、自分もまた神のあわれみを必要とする、弱い人間にすぎないという事実を決して見失いませんでした。
この教訓は、失敗を通して彼の心に消えることなく刻み込まれ、そのため彼はより効果的な奉仕者となりました。聖書は、初めから終わりまで、神の戒めを守ることにおける人間の絶え間ない失敗の物語を語り、繰り返し語っています。また、失敗した人類を赦し、回復させようとされる神の絶え間ない御業についても記しています。次に、自分はあまりにもひどく失敗したので赦しを求めることなどできないと思うとき、神に近づき、もう一度、神が私たちの主となり、私たちが神の息子、娘、また奉仕者となるよう願うための確信を、これは私たちに与えてくれるはずです。
もしあなたが失敗したことがあるなら、しかもひどく、何度も失敗したことがあるなら――今日、私のメッセージを心に留めてください。神にこれらのことを赦していただき、赦された過去を土台として、栄光ある人生を築く方法を神に示していただきましょう。悔い改めとバプテスマ、または今日、誠実に回復することによって、愛と憐れみの神をあなたの心にお迎えになりませんか。
